
 

 
 

 標準的なカリキュラムの概要 
（1） 概要 

本研修は介護現場における生産性向上を目的に、介護テクノロジーを効果的に活

用し、質の高いケアを実現するスキルを身に着けることを目標としています。ま

た、チーム全体で業務改善に取り組むためのリーダーシップや、自立支援・個別性

の高いケアを支える科学的介護の知識・スキルを習得します。これにより、職場の

介護サービスの質向上を目指し、介護テクノロジーの導入と業務改善プロジェクト

を円滑に推進する能力を養います。  
研修はオンラインで開催されます。事前課題ではオンデマンド動画の視聴で基礎

的な知識について学習します。集合研修は Zoom を使用したオンライン研修で生産

性向上ガイドラインに基づく活動や介護テクノロジー導入の計画立案などを体験

し、集合研修の間に行う自職場での実践では、業務分析と介護テクノロジー導入計

画書の作成について実際に自職場で行動することを試みることでオンラインの受講

を中心としながら、自職場で行動する力を養います。 
 

図表 1 デジタル中核人材養成研修の目的と到達目標

 

 
（2） 受講者 

受講対象者は、介護サービス施設や事業所等での勤務経験が 3 年以上あり、業務

改善や介護テクノロジーの導入・運用に関わっている、または今後取り組みたいと

考えている方です。 



 

 

（3）  研修プログラムの構成 

研修プログラムは、事前課題、集合研修、自職場での実践で構成され、研修終了

後には確認テストが実施されます。集合研修は 3 日間で構成されますが、1 日目と 2
日目、2 日目と 3 日目の間隔は 1 月程度に設定し、この間に自職場での実践を試み

る課題が課されています。 
図表 2 研修プログラム 

 
 

 標準的なカリキュラム 
標準的なカリキュラムは、介護現場の生産性向上を促進するための中核人材のス

キル強化と習得プログラムに関する調査研究(厚生労働省令和 5 年度老人保健健康増

進等事業)を基に、令和６年度デジタル中核人材養成に向けた調査研究事業における

実態調査及び有識者委員会による検討に基づき以下のように作成しました。 
 

図表 3 標準的なカリキュラム

 

獲得スキル

(1)「介護現場の生産性向上における厚生労働省の取組等について」

(2)「介護サービスの生産性向上の基本と取組のポイント～

介護経営としての業務改善の考え方と今日からできること～」

(1)介護過程の応用的理解

(2)介護職の倫理と利用者の全人性・尊厳の実践的　理解

(3)介護ロボット･ICT活用の基礎的理解　(施策の動向及びITセキュリティを含む) 1.2 テクノロジーへの理解

(1日目)介護現場の業務改善（演習）　

(2日目)介護ロボット・ICTの導入（演習）

(3日目)利用者支援に向けた活用（演習）

(1)業務分析
2.2 ファシリテーションや

リーダーシップ

(2)介護ロボット・ICT導入計画の作成
2.3 プロセスマネジメントス

キル

*研修終了後１週間以内に実施します。受講者は受講資料を確認しながら回答します。

3．集合研修の主なテーマ(集合研修の詳細は　　で説明します)

集合研修では総合的に学習し

ます。

4．自職場での取り組み課題

5．確認テスト

教育内容

1．2024年度「生産性向上の取組に関する介護事業所向けビギナーセミナー」(動画)

1.1 背景や現状の理解、介護

現場における基礎的な理解

２．オンデマンド動画

1.1 背景や現状の理解、介護

現場における基礎的な理解



 

 

 事前課題  
事前課題は、オンライン講義開始前に必須の動画視聴やオンデマンド動画受講を行い

ます。この事前課題は受講者のレディネスを整える目的で行われます。聴講内容は以下

の通りとなります。 
図表 4 事前課題一覧 

 厚生労働省のビギナーセミナー動画視聴（合計約 55 分） 

・介護現場の生産性向上における厚生労働省の取組等について（約 20 分） 

・介護サービスの生産性向上の基本と取組のポイント（約 35 分） 

 オンデマンド動画受講（合計約 85 分） 

・介護職の倫理と利用者の全人性・尊厳の実践的理解（約 30 分）  

・介護過程の応用的理解（約 25 分）  

・介護テクノロジー活用の基礎的理解（約 30 分）  

 
 集合研修のカリキュラムの概要 

集合研修は講義と演習を取り入れ、基本的な知識を身に着け、演習によって体験する

ことでブルームの教育分類における認知領域から情意領域までを円滑に学び、自職場で

の実践を行うことで精神運動領域までを学ぶことができるよう配慮されています。研修

実施に当たっては添付資料を参考に、講義を組み立ててください。 
（1） 1 日目 介護現場の業務改善（約 4 時間 30 分） 

教育目標: 介護保険制度や生産性向上の基礎知識を学び、課題の見える化やケースス

タディを通じて、実践的な問題解決スキルを習得します。 
初日は、オリエンテーションを通じて研修の目的や進行方法を共有し、参加者間の交

流を深めます。その後、介護保険制度の概要や生産性向上の必要性に関する基礎的な知

識を学び、具体的な課題解決スキルを習得するセッションが行われます。課題の見える

化やケーススタディを通じて、問題発見とその解決に向けた実践的な手法を身に付けま

す。 
（2） 2 日目 介護テクノロジーの導入（約 3 時間 30 分） 

教育目標：介護テクノロジーの特性を理解し、業務改善に向けた導入計画策定スキル

を養います。グループワークと実践的演習を通じて、現場の課題解決に直結する実用的

な導入・活用スキルを身につけます。 
2 日目は、介護テクノロジーを活用した業務改善についての基礎的な理解を深めるとと

もに、導入計画の策定に向けたグループワークが行われます。また、主要な介護テクノ

ロジーの特性を理解し、実践的な演習を通じて導入・活用スキルを高めます。この日に

は、自職場での課題を基にした計画の作成も含まれ、現場での実用性を意識した内容と

なっています。 



 

 

（3） 3 日目 利用者支援に向けた活用（約 3 時間 30 分） 

介護テクノロジーを活用した利用者支援の具体的な方法を理解し、実践を通じて学

び、個別ケアの改善方法を考案します。これによって、実務に活かせるスキルを身につ

けます。 
最終日には、介護テクノロジーを活用した利用者支援に焦点を当て、具体的な活用方

法を、演習を通じて学びます。また、チームで成果を生み出すための考え方や方法、な

らびにデータ分析・活用のポイントを議論し、個別ケアの改善方法を探ります。最後

に、3 日間の学びをまとめるとともに、修了要件について確認します。 
 
 集合研修後の宿題(自職場での実践) 

集合研修の期間中に、受講者には自職場で取り組む 2 つの実践課題を課します。一つ

目の課題は業務改善です。オンライン講義 1 日目で、生産性向上の基本的な知識と実践

的な問題解決スキルを学習した後、実際に自職場でプロジェクトチームを立ち上げ、ま

たは既存の委員会活動をとおし、自職場の課題を可視化するための取り組みを約 1 か月

のなかで実践します。二つ目の課題は、介護テクノロジーの導入計画書の立案です。オ

ンライン講義 2 日目で、介護現場の課題解決のために必要となる介護テクノロジーの導

入・活用スキルを学習した後、実際に自職場で介護テクノロジーの導入・活用を推進す

るための取り組みを約 1 か月のなかで実践します。 
課題は、生産性向上ガイドラインで公開されている、「改善方針シート」と「進捗管理

シート」を共通の課題シートとして作成します。受講者は、作成した 2 つのシートを、

それぞれ次のオンライン授業でグループ内で報告・共有するようにします。 
二つの課題は、集合研修で演習をとおして模擬的に学習したスキルを、受講者自身が

自職場で実践することを期待するものです。したがって、オンライン授業の 1 日目から

3 日目までの学習内容と自職場の実践は、連動していることが最も理想的な流れとなり

ます。 
また、この自職場での実践の期間は、サブ講師が中心となって、担当している受講者

をサポートしていきます。オンラインでコミュニケーションがとれるように、Slack 等の

ビジネスチャットツールを活用します。受講者のなかには、何から始めたらよいのか戸

惑ってしまい実践を開始できない方や、授業のなかで学習した内容の再確認を必要とす

るケースなども考えられます。受講者が質問しやすい環境をつくり、自職場で実践する

際の助言や、他の受講者の実践を共有できるようにサポートしていきます。 
 

図表 5 宿題(自職場での実践)一覧 
 課題①：業務分析（約 4 週間） プロジェクトチームの立ち上げ 

業務改善に取り組むためのプロジェクトチームを立ち上げる。既存の委員会がある場合

は、委員会の中で課題として取り上げる。 業務分析の取組：講義の中で紹介した業務改



 

 

善のためのツールから勤務先に合ったものを選び、チームで業務分析を行う。 課題の提

出：研修管理システムへ期日までに提出する。 

課題②：介護テクノロジー導入計画書の作成（約 4 週間） 導入計画書の作成 

業務分析で可視化された課題を解決するために活用できる、介護テクノロジーの導入を

目指し、導入計画書を作成する。  

 
図表 6 課題➀改善方針シートの例 

 
   

図表 7 課題②進捗管理シートの例 



 

 

 

  
注意点： 
受講者の立場や勤務先の状況によって、研修受講期間中にプロジェクトチームを

立ち上げることが困難であったり、既に介護テクノロジー導入に着手した後であっ

たり、様々な状況が想定されます。また、業務分析によって可視化された優先的に

取り組むべき課題は、介護テクノロジー導入以外の方法で解決をめざす場合もあり

ます。 
介護テクノロジーの導入は、組織の意思決定によるため、受講者一人の実践だけ

では限界もあります。介護テクノロジーの導入に寄らない課題解決についても広く

許容し、受講者が介護現場の生産性向上のプロセスを実践的に学習できるようにし

てください。 
 

 確認テスト 
集合研修終了後 1 週間以内に、オンラインを活用した確認テストが実施され、学習の

達成度を確認します。 この研修プログラムは、介護現場での生産性向上を目指し、介護

テクノロジーの効果的な活用方法を学ぶためのものであり、受講者が実践的な知識とス

キルを身につけることを目指しています。 
 

 
 
 

 
 


